
２　健康で安心な生活基盤の整備

事業番号

①

②

③

R6(2024)
　小日向二丁目国有地を活用した特別養護老人ホーム等の整備について、整備事業者による事業概要説明会
を２回、施工者によるがけ地整備工事説明会を１回実施し、がけ地整備工事を開始しました。

R6(2024)

　旧本郷六丁目介護予防拠点跡地を活用した看護小規模多機能型居宅介護施設の整備について、公募型プロ
ポーザル方式により、整備・運営事業者を選定を実施しました。また、既存建築物の建物解体工事実施設計
を実施しました。

R6(2024)

　文京白山の郷については、入居者の移転を終え、大規模改修工事のための基本・実施設計を開始しまし
た。文京千駄木の郷については、大規模改修に向け、併設の保健サービスセンター本郷支所も含めた工事手
法の検討を始めました。

R7(2025)

　旧本郷六丁目介護予防拠点跡地を活用した看護小規模多機能型居宅介護施設の整備について、整備事業者
による事業概要説明会を実施しました。また、既存建築物の解体工事を実施しました。
　白山四丁目国有地を活用した認知症高齢者グループホーム等の整備について、区が公募・選定した整備・
運営事業者を国へ推薦し、当該事業者が国有地の貸付相手方として国に決定されました。

89

旧区立特別養護老人ホームの大
規模改修

介護保険課
施設における円滑な事業運営と、安心して
生活できる良好な環境を確保する。

75,845千円

(76,625千円)

主な取組実績

R5(2023)

　文京白山の郷については、入所者全員が他の施設に移動して改修することになり、それに伴い、入所者移
転について、説明会を行い、個別の意向確認、受入先施設との調整等を始めました。また、大規模改修工事
のための基礎調査を終えました。

R7(2025)

　文京白山の郷については、大規模改修工事のための基本・実施設計が完了しました。文京千駄木の郷につ
いては、併設する保健サービスセンター本郷支所における工事の影響範囲や対応を整理するための現況調査
と並行して、工事手法等の検討を進めました。

※修正…①のR6の実績

地域密着型サービス事業所改修費補助 事業所数 3 2 2 0

地域密着型サービス事業所開設準備経費補助 事業所数 1 ― ― ―

R9(2027)

地域密着型サービス事業所 事業所数 43 43 41 39

　小日向二丁目国有地を活用した特別養護老人ホーム等の整備について、整備事業者による中高層建築物の
建築に係る住民説明会を実施しました。また、前年度から継続して実施していたがけ地整備工事が完了し、
令和８年１月に事業者と国が定期借地権設定契約を締結しました。

88

地域密着型サービスの充実 介護保険課
民間事業者による地域密着型サービスの施
設整備を促進する。

221,424千円

(300,010千円)

主な取組実績 単位 R4(2022)

87

民間事業者による高齢者施設の
整備

介護保険課
民間事業者主体による特別養護老人ホーム
を整備する。

214,897千円

(177,332千円)

主な取組実績

R5(2023)

小日向二丁目国有地を活用した特別養護老人ホーム等の整備について、区が公募・選定した整備・運営事
業者を令和６年１月に国へ推薦しました。これに対し、関東財務局東京財務事務所長から３月に通知があ
り、当該事業者が貸付相手方として決定しました。

R7(2025)

R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026)

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

事業費（令和７年度）　上段：実績　下段：当初予算

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどうなったか」

を記しています。

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転記して

います。

４年後の
目指す姿

　多様な介護ニーズに対応する事業所の整備が促進されるとともに、介護人材が働きやすい環境
整備を支援し、介護人材の確保・定着が図られることで、区民に必要な介護サービスが安定して
提供されている。

計画期間
の方向性

〇高齢者施設・介護サービス事業所の整備

　高齢者・介護保険事業計画に示した整備方針等を踏まえ、公有地等の活用も視野に入れながら、民間事業
者による整備を進めていきます。

〇介護事業従事者の確保・定着
　介護の仕事の魅力発信や周知啓発を継続的に行うとともに、介護サービス事業所における、若手職員に対
する資質向上や、外国人介護人材の受入れ等に関する取組を支援し、介護人材の確保・定着を図ります。

令和８年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策

主要課題 No. 21 介護サービス基盤の充実



①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

　小日向二丁目国有地を活用した特別養護老人ホーム等の整備については、整備事業者による住民説明会及びがけ地整
備工事を実施しました。引き続き、新築工事を確実に進めていきます。本郷六丁目の看護小規模多機能型居宅介護及び
白山四丁目の認知症高齢者グループホーム等の整備についても、整備事業者による住民説明会や工事入札等を支援し、
整備を進めていきます。

〇介護事業従事者の確保・定着

　７年度より介護支援専門員等研修費用補助金の対象者を地域包括支援センターにおける介護予防ケアマネジメントを
担当している看護師（保健師）及び社会福祉士を加え、補助対象経費を介護支援専門員登録申請手数料及び介護支援専
門員証交付手数料を加え、交付申請期間を６月から１年に延長し補助内容を拡充することで介護人材確保と定着を図り
ました。
　介護職についての理解・関心を深め、職業選択の際に介護分野を選択肢の一つとして考える契機になることを目的と
した啓発動画を作成し、文京区公式チャンネルでYouTube配信を行いました。

有 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

　介護職員の処遇改善については、令和６年６月から従来の加算を一本化し、介護職員等処遇改善加算が創設されまし
た。
　８年度報酬改定においては、介護分野の職員の他職種との遜色のない処遇改善に向けて、９年度介護報酬を待たずに
臨時改定が実施されました。
　また、高齢者住宅設備等改造事業について、国際的な社会情勢により、製品の調達が厳しくなる等の影響が懸念され
ます。
　８年度は、第10期介護保険事業計画（９年度から11年度まで）を策定するにあたり、介護保険制度の改正に向けた議
論が行われています。

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

〇高齢者施設・介護サービス事業所の整備

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想される」

等の社会の変化を捉えています。

チェック チェック項目

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

●特記事項（実績の補足）

行財政運営の視点 取組実績

行
財
政
運
営

　介護サービス事業所の職場環境の向上や介護職員の負担
軽減に効果が期待されている、ＩＣＴ等の活用について
は、職員の習熟など様々な課題があることから、先行事業
所の取組や国のモデル事業の検証等を踏まえ、支援方法に
ついて検討を進めていきます。

　事業者に対し、ＩＣＴ導入方法及びその効果につい
ての研修を実施しました。
　また、ケアプランデータ連携システムの普及に向け
て、説明会の実施や、連携システム導入から活用継続
のための伴走支援等を実施しました。

高齢者向けスマートフォン相談会参加者 人 105 244 356 406

高齢者向けスマートフォン教室参加者 人 223 318 205 191

単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026)

ミドル・シニア目線を活かした発信力強化事業参加者 人 117 131 104 124

介護施設ワーク・サポート事業　介護施設お助け隊 時間 10,380 11,673 12,916 15,007

30

77

元気高齢者の社会参画支援事業 高齢福祉課
地域活動の担い手として社会的役割を持つこと
で、生きがいづくり・介護予防を推進する。

28,272千円

(26,149千円)

主な取組実績

介護支援専門員等研修費用補助金 人 ― ― 23

R9(2027)

ミドル・シニア社会参加推進事業参加者 人 82 92 88 80

若年層向け介護の仕事啓発冊子の配付 人 2,491 2,438 2,490 2,518

介護職員宿舎借上げ事業費補助 事業所数 2 4 4 4

「アクティブ介護」参加者数 人 483 383 492 340

90

介護人材の確保・定着支援 介護保険課
介護人材不足を側面から支援し、地域福祉
の担い手のすそ野を広げる。

24,970千円

(58,353千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

介護施設従事職員住宅費補助事業 人 53 47 35 94



【ＳＤＧｓの視点】

　高齢者・介護保険事業計画に示した整備方針等を踏まえ、民間事業者による整備を進めていきます。
　老朽化が進んでいる旧区立特別養護老人ホームについて、施設入所が必要な高齢者に良好な環境を整備するため、大
規模改修を進めていきます。
　介護サービス従事者向けの各種補助事業については、より一層の活用を推進するため、令和８年度より電子申請を開
始し、申請者の負担軽減を図ります。また、今後も補助事業の活用促進に向け、制度の周知強化や申請の利便性向上等
を進め、介護人材の確保・定着に向けた支援を行います。

　元気な高齢者が地域での様々な活動に参画することにより、効果的な市民社会のパートナーシップを推進
しました。

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、今後の戦略としての進め方を

記しています。

●要介護・要支援認定者数等の推移 ●介護サービス事業所の従業員の過不足状況

　多様な介護ニーズに対応する事業所の整備が促進されるよう努めました。
　介護サービス事業者連絡協議会における研修や情報提供などにより、介護職員の資質向上と介護サービス
事業者間のネットワークづくりを行いました。
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計

資料：文京の介護保険

大いに不足,11.5

不足,12.4

やや不足,28.3適当,25.7

過剰,0.0

無回答,22.1

（単位＝％）令和７年度 高齢者等実態調査


